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本特集は『公共日本語教育学―社会をつくる日本語教育』（2017、川上郁雄編）をめ
ぐる紙上討論の趣旨で企画されました。
はじめに、本書のテーマ「公共日本語教育学」を簡潔に紹介します。
本書の主張する「公共日本語教育学」とは、「人とことばと社会を視点に私たちがど
のような社会を築こうとするのかを日本語教育を通じて探究していく実践の学」の総称
です。これまでの日本語教育を「公共日本語教育学」として捉え直す議論はまだ緒につ
いたばかりです。しかし、これからの社会に必要な日本語教育の社会的意義と貢献を考
えるとき、「公共日本語教育学」をめぐる議論は不可欠でしょう。（「序　なぜ「公共日
本語教育学」の構築なのか」より）
かつて社会言語学者の徳川宗賢が「ウェルフェア・リングイスティクス」を提唱しまし
た（徳川、1999）。本書を構想するときにも、その考え方を参考にしました（詳細は川上、
2016参照）。
さて、2015年から「公共日本語教育学」をめぐり早稲田大学大学院日本語教育研究科
でどのような研究が重ねられてきたのかについては、本書のはじめに詳しく書きましたの
で省きますが、ここでは本書評特集の執筆者について紹介しておきたいと思います。
本書の刊行は早稲田大学大学院日本語教育研究科設立 15周年記念事業（2016年度）と
して企画されましたので、本書の原稿が揃った年度末（2017年 3月 19日）に、シンポジ
ウム「公共日本語教育学の構築―「日本語教育」を再考する」が早稲田大学で開催されま
した。シンポジウムでは本書の執筆者から蒲谷宏、小林ミナ、池上摩希子、戸田貴子と筆
者が登壇してそれぞれの研究成果を発表し、最後にコメンテーターとして砂川裕一氏（群
馬大学名誉教授）より総括的なコメントをいただきました。その時の砂川氏のコメントは
公共日本語教育を考える上で示唆的でしたが、登壇者が多く、議論を深めるには時間が足
りませんでした。
そこで、本書が刊行された 2017年 5月、早稲田大学を会場校として開催された日本語
教育学会春季大会の前日（2017年 5月 19日）に、公開シンポジウム「『公共日本語教育
学―社会をつくる日本語教育』を読み解く―私も言いたい読後感」が本研究科主催で開催
されました。
パネリストとして砂川裕一氏に再登壇していただき、さらに細川英雄氏（早稲田大学名
誉教授）、石井恵理子氏（東京女子大学教授）に加わっていただきました。そして、筆者
が司会を行い、本書について忌憚のない議論を展開していただきました。偶然ですが、砂
川氏は 2017年 4月より国際交流基金日本語国際センター所長に就任され、石井氏はこの
シンポジウムの翌日、日本語教育学会長に就任されました。シンポジウムでは、本書の「読
後感」を率直に語っていただき、さらに意見交流を行うという、興味深い内容でした。
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シンポジウム終了後、この 3人のパネリストに加え、その翌日から始まった日本語教育
学会春季大会の大会委員長であった谷部弘子氏（東京学芸大学教授）、さらに、学界の論
客として知られる林さと子氏（津田塾大学教授）にも執筆を依頼し、本特集に加わってい
ただきました。シンポジウムでも感じましたが、本書の読後感、評価は読者によってさま
ざまです。しかし、それが本書の提起した「公共日本語教育学」を発展させるために必要
なことと考え、本特集を組みました。
最後になりますが、それぞれ重責を担うお立場のみなさまにご多忙のところ書評原稿を
執筆していただき、感謝申し上げます。本書評特集を起点として、新たな学の構築の議論
が学内外で活発に展開することを望みます。
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